








　当社はこれまで、「生涯住宅」思想に基づき、「いつもいまが快適」な住まいづ

くりに取り組んできました。その中でも、これからは平均寿命が延び、高齢者人

口比率が高くなるため、今まで以上にご高齢の方々の医療・介護に対する要望も

高くなると考えられます。医療・介護については大きく変わろうとする社会制度

も見据えた多様な提案が求められます。

高齢者や子どもの
健やかな暮らしを支える
多様な住まいづくり

ユニバーサルデザインをさらに進化させた、「スマー
トユニバーサルデザイン※」の設計手法で、身体機
能の変化の度合いに合わせた住まいを供給します。

戸建住宅

サービス付き高齢者向け住宅を中心に、主に要介護
高齢者向けの住まいとなる有料老人ホーム、認知症
ケアに有効とされるグループホームなどを供給します。

集合住宅系

在宅生活を支援するデイサービスや、小規模多機
能ホーム、これからの地域医療を担うクリニック
モールなど、幅広く対応します。

介護施設系・医療施設系
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※年齢や障がいの有無などにかかわらず、すべての人が安全・安心で、使い勝手よく利用できるように製品や建造物、生活空間などを設計するユニバーサルデザインに、「心地よさ」
　というコンセプトを加えた設計手法。

WEB関連項目
WEB

●健康　●超高齢社会に向けたさまざまな提案（医療・介護）　●ユニバーサルデザイン

高齢者が居住・利用する主な施設・住宅

「生涯住宅」思想に基づいた住まいづくりで、高齢社会の要望に応える
　日本人の平均寿命は男性79.64歳、女性86.39歳（2011年度 厚生労働省調査）で、長寿世界一を誇っています。高齢者が

いつまでも健やかな暮らしを続けるためには、加齢に伴う身体機能の変化に対する住まいづくりと社会制度の変化を加味し

た多様な居住形態の提供が必要です。当社は、「生涯住宅」思想のもと取り組んできたユニバーサルデザインによる住まいづ

くりの経験とノウハウを生かし、戸建住宅や医療・介護系施設、サービス付き高齢者向け住宅、クリニックモールなど幅広い

事業をサポート。これからの高齢社会に求められる、さまざまな住まい・施設づくりを進めています。

健康・高齢社会への対応

実践報告

1975年　リハビリ病院退院予定者ADL訓練用住宅（車いすの家）建設
1999年　国連機関NGOのInternational Council for Caring Communitiesより「ケアリング企業賞」受賞
2001年　「六甲アイランドCITY」に全国初のメディケアサービスマンション「イーストコースト11番街」建設
2002年　ユニバーサルデザイン宣言
2010年　「スマートユニバーサルデザイン」がグッドデザイン賞を受賞

健やかな暮らしのため実践してきた、これまでの当社の取り組み



　同一の建物内に、サービス付き高齢者向け住宅（62戸）と子育て支援住宅（66戸）を組
み合せた賃貸マンションです。新しい世代間コミュニケーションの創造をベースに、それぞ
れの世代に合わせた設計を施し、コンシェルジュサービス、緊急時対応サービスなどの提
供のほか、居住者同士や地域で行う多世代交流イベントの開催もサポート。多世代が健や
かに安心して、いきいきと暮らすための配慮と工夫を盛り込んでいます。

コンシェルジュが、居住者の暮らしをサポート。
インフォメーション、施設の紹介・手配、子育て世
帯向け・高齢者世帯向けなどの各種サービスに
対応します。

　当社は、戸建住宅、集合住宅、医療・介護施設と幅広く事業を
展開しており、これらの累積建築棟数は2500棟以上に達しまし
た。特に、当社の強みを発揮している高齢者向け住宅の実績が伸
びています。今後は環境、健康に関する技術を導入し、「グリーン
ファースト」の進化として、さらなる成長を図っていきます。

医療・介護事業のこれまでの実績

人口比率の変化も視野に入れた、医療・介護が求められています
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2009

2010

2011

■高齢者向け住宅（旧 高齢者専用賃貸住宅※を含む）の実績

78棟

22棟

7棟

《実例紹介》 介護系複合施設 「高齢者居宅安心ネット金ヶ崎 花憩庵」（岩手県金ヶ崎町）

《実例紹介》 多世代交流型賃貸マンション 「マストライフ古河庭園」（東京都北区）

　介護と医療の一貫した地域サービス体制が整ったセンターハウス（旧高専
賃）、サテライトハウス、各種併設施設です。高齢者居住安定化モデル事業※の
補助金採択事業の第１号として2010年4月にオープン。さまざまなサービス機
能と併設し、当社が培ってきたノウハウを十分に生かした施設として運用してお
り、各方面から注目されました。センターハウスは純和風の外観にこだわった入
母屋造りにするなど、設計面でも十分なゆとりを確保しています。

※  高齢者居住安定化モデル事業：高齢者が安心して生活することができる住まい・住環
境の整備により高齢者の居住の安定確保を推進するとともに、地域の活性化等を図る
ことを目的とした事業について、国が事業の実施に要する費用の一部を補助し支援す
るもの。

■コンシェルジュサービス

小さなお子様が安心して遊べるキッズルーム、
ホームパーティーや誕生日会に利用できる多目
的フリースペース、三輪車置き場など、共用施設
の充実を図りました。

■充実した共用施設

利便性や緑豊かな環境、子育て世帯と高齢者世帯の交流を図る工夫など、共有部・占有
部に楽しく暮らす工夫が盛り込まれている点が評価され、認定書の交付を受けました。

■ミキハウス子育て総研「子育てにやさしい住まいと環境」認定取得

　日本では65歳以上の方が2500万人以上、総人口の約20%を占めてい
ますが、今後、その割合はさらに大きくなると予想されています。また、
加齢に伴う身体機能についても、医療・介護が必要になる時期や程度が
異なります。これからは多様化する要望に柔軟に対応できる住まいや
サービスの提供が重要になってきます。

■高齢者の自立度の変化パターン
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自立

出典： 長寿時代の科学と社会の構想：秋山弘子著〈岩波出版〉より
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徐々に健康悪化

比較的若くに悪化
男性：19%
女性：12%

男性：70%
女性：88%

男性：11%
健康維持

■敷地面積／12,119.67㎡
■延床面積／1,560.93㎡
■構造・規模／軽量鉄骨造 平屋建

■住戸数／20戸
■運用開始／2010年4月
■運営事業者／医療法人 創生会

■敷地面積／5,009.72㎡
■延床面積／9,525.02㎡
■構造・規模／鉄筋コンクリート造　地上7階建
■住戸数／129戸（子育て世帯向け住戸66戸、
　高齢者向け住戸62戸、管理人住戸1戸）
■竣工時期／2012年3月
■運営事業者／積和不動産株式会社

（年）
※  旧法による高齢者専用賃貸住宅。高齢者専用賃貸住宅：高齢者の入居を拒まない
　  高齢者円滑入居賃貸住宅のうち、主に高齢者を賃借人とする。



事業にかかわるすべての人と
信頼関係をはぐくみながら、
いきいきと働ける職場づくりに
取り組んでいます

実践報告
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WEB関連項目
WEB

●取引先とのコミュニケーション　●品質向上

「お客様第一」という思いを共有。
「運命協同体」として共存共栄を目指す「積水ハウス会」

　創業間もないころから「責任施工」を標榜してきた積水ハウス
にとって、協力工事店の存在はかけがえのないものです。工業化
住宅の黎明期にプレハブ工法という在来木造とは全く異なる新し
い施工方法に挑み、以来、共存共栄を図りながら二人三脚で品質
向上に取り組んできた協力工事店との関係を、元請け・下請けで
はなく「同志」として尊重しています。業界に先駆けて取り組んで
きた、さまざまな施工技術の開発、ゼロエミッションやＣＳ（お客
様満足）推進活動など、協力工事店との協働なくしては成し得な
かったといっても過言ではありません。
　こうした活動のベースとなっているのが「積水ハウス会」です。
積水ハウス会は、積水ハウスの施工を担うグループ会社や協力工
事店によって結成されている組織です。「責任施工」体制を支える
グループ会社２１社（積和建設２０社、ランドテック積和１社）と、
約７０００の協力工事店が、それぞれ地域ごとに加盟しています。
　各地域の積水ハウス会では、積水ハウスの各支店・営業所と連
携し、施工品質の向上・施工力の強化はもとより、オーナー様や
近隣の方々への対応、安全対策、現場美化、人材育成、労働環境
整備など、地域に密着して、さまざまな取り組みを継続していま
す。また、各施工現場や各工事店が抱える課題を出し合い、解決
策を検討する情報交換の場や、研修・勉強の場を設け、施工現場
に携わる一人ひとりが「お客様に喜んでいただきたい」という思い
で、業務改善や技術向上に努めています。

積水ハウスグループと積水ハウス会の「運命協同体」意識、そ
して「お客様第一」を貫く姿勢は、東日本大震災においても遺憾
なく発揮されました。
　地震発生直後から、積水ハウスグループ社員と積水ハウス会
が協力してオーナー様フォローを開始。復旧・復興工事だけで
なく、支援物資の輸送・配布や義援金についても、全国の積水ハ
ウス会から多大な協力をいただきました。また、仮設住宅建設
には全国の積和建設や積水ハウス会から延べ６万人が応援に駆
け付け、厳しい工期の中、一丸となって取り組みました。

協力工事店・
取引先の皆様とともに
　１棟の住宅を完成させるまでには、資材調達先や施工協力会社など社外の多くの人の力が
必要です。住まいづくりに携わる関係者一人ひとりが志を同じくして取り組まなければ、お客
様に安全・安心・快適な高品質の住まいを提供することはできません。だからこそ、積水ハウ
スグループでは、協力工事店をはじめとする取引先の皆様とも「運命協同体※」として信頼関係
をはぐくみ、そのきずなを大切にしています。さらに、信頼関係を向上させ、全体最適を図るた
めのサプライチェーン・マネジメント（供給連鎖管理）を実施しています。
※一般的には「運命共同体」と表記されますが、積水ハウスグループの「企業理念」では「皆で力を合わせ、助け合って仕事
　をする」という意味から「運命協同体」と表記しています。

度重なる余震の中、
懸命に進められた復旧工事

仮設住宅建設には全国の協力工事店が
応援に駆け付けました

東日本大震災でも発揮された強いきずな東日本大震災でも発揮された強いきずなお客様の安全・安心・快適のために
元請け・下請けではなく「同志」として協働
お客様の安全・安心・快適のために

元請け・下請けではなく「同志」として協働

ステークホルダーの皆様とともに
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　阪神・淡路大震災の時も全国から復旧・復興活動の応援に駆け付けたと聞いていましたので、今回も震災発生当初から、支援しなければと考えており、
積水ハウスからの仮設住宅建設支援の要請に、いち早く手を挙げました。とはいえ、仮設住宅を建設したことがなかったので、果たしてお役に立てるだろ
うかと不安を抱えながら現地入りしました。九州から１日半かけてフェリーで移動。宮城県石巻市に着き、宿舎から現場に向かう途中で、想像していた
以上の被害状況を見て言葉がなくなり、一日も早い復興を強く願うようになりました。
　工期が通常より短いため、現場では正確さだけでなくスピードも求められます。連日、早朝から深夜ま
での作業が続き、これまで経験したことのない、たいへんハードな現場でした。当社からは６人参加して
いたのですが、担当現場以外の工事が遅れているのを知り、全員が延長して手伝うことを申し出ました。
　積水ハウスの建物は、これを仮設住宅と呼んでいいのかと思うほど、品質の高いものです。誇りを持っ
て仕事を行うことができました。

支援要請にいち早く手を挙げ、誇りを持って業務に携わりました

福岡積水ハウス会　株式会社イアラ

辛川 勇さん、瀧 保典さん

いわき積水ハウス会　株式会社西部　

代表取締役社長　藁谷 司さん

　震災直後から、いわき市民のために一刻も早く水道を復旧しなけ
ればと昼夜を問わず工事に励みました。中には４メートル以上も深
く掘らなければならない現場もあり、余震が続く中、危険な作業でし
たが、無事故でやり遂げることができました。
　積水ハウスの支店の方とオーナー様訪問を行った時のことです。
津波の被害を受けた地域だったので、どんなお見舞いの言葉をかけ
ようかと暗い気持ちになっていましたが、オーナー様から笑顔で「こ
の地区には積水ハウスが５軒ありますが、す
べて流されないで建っているんですよ。すご
いでしょう」と言われ、逆に元気をいただきま
した。積水ハウスの仕事に携わっていること
を誇りに思い、大いに励みになりました。

　住宅資材の調達については、相互理解を深め、取引先各社
の会社方針と積水ハウスの購買方針との整合性を図るため、
年２回「方針説明会」を開催しています。積水ハウスグループ
の経営概況、中期経営計画、購買方針などについて説明すると
ともに、資材の「最高品質」「最適コスト」「最適物流・安定供
給」「環境配慮」の実現に向けた意見交換などを行っています。
併せて「改善事例発表会」を実施。取引先の企業体質改善活
動などの好事例を発表いただき、取引先相互のレベルアップを
図る場として生かしています。
　近年、「方針説明会」の重要テーマの一つとして「ＢＣＭ（事
業継続マネジメント）」を取り上げていたところ、２０１１年３
月、東日本大震災が発生。取引先各社の尽力により、特殊な
事情を除き、操業を一日も止めることなく事業を継続すること
ができました。この連携をより強固なものとするため、取引先
へのアンケートを行い、８月に開催した「方針説明会」でＢＣＭ
における課題や今後の対策などについて共有しました。

　公平・公正な取引を実施するため、１９９８年から「取引先評価」を実施しています。２００
９年からは取引先の体質改善に役立てていただけるように評価結果を開示しています。評価
は開発・生産部門と連携して実施し、定期的に評価項目や基準の見直しを行っています。２０
１１年度は、品質・納期・価格・会社の資質・技術力協力度・改善提案・経営状態・環境配慮
の８項目について評価しました。評価項目に基づき、５段階で総合評価。バランスチャートを
用いて強みと課題を可視化しています。単なる評価にとどまらず、取引先におけるＰＤＣＡを
より実践的なものとし、改善行動につなげていくことを第一の目的としています。
　積水ハウスグループは、これからも品質向上によるお客様満足向上、コンプライアンス徹
底、環境配慮、災害対策、事業継続などの課題に取引先の皆様とともに取り組み、持続可能な
社会づくりに貢献していきます。

　改善点の抽出、対策の立案・フォローおよび企業体質改善の促進を目的に、主要な取引先
への「工場訪問」と「ＱＣ（品質管理）診断」を継続的に実施しています。２０１１年度は、取引
先の経営層の方々向けに「方針管理研修」を開催。企業体質の改善、方針の策定方法など、
経営計画全般にわたる実践的なプログラムを提供しました。

訪問先のオーナー様から
元気をいただきました

資材調達における「最高品質」「最適コスト」「最適物流・安定供給」「環境配慮」の実現に向けて

「方針説明会」を開催 取引先の企業体質改善をサポート

「取引先評価」を実施

が、す
すご
きま
こと



　これからの時代は、どのような職種
でも外国とのかかわりが必須になると
考えていました。社内制度を利用すれ
ば海外でのボランティア活動に参加で
きることを知り、経験を積める良い機

会だと思い応募しました。私は現在、東ティモール共和国の農漁業
省アグリビジネス局でアドバイザーとして、農家や農業市場の情報収
集・分析方法などのノウハウを伝え、生産や消費拡大につながるよ
う、職員の能力向上を支援しています。この経験
は、帰国後さまざまなことに生かせると思います。
「ボランティア休業制度」は、モノの見方や経験面
で大きな可能性を与えてくれるので、社内でも広
めていきたいです。

従業員とともに

WEB関連項目
WEB

●従業員とのコミュニケーション　●人事基本方針　●ワーク・ライフ・バランスのための制度　●人材育成　●女性活躍の推進
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能力を発揮しやすい職場環境づくりで、多様な人材の活躍をサポート
「職群転換制度」「人材公募制度」「退職者復職登録制度」「職場復帰支援制度」「ボランティア休業制度」などの利用を推進しました。

　当社は２００６年３月、人事基本方針として「人材サステナビリティ」を宣言。従業員と企業がともに持続可能な成長を可能にする環境・仕組み
をつくり、「女性の活躍推進」「多様な人材の活躍」「ワーク・ライフ・バランスの推進」を三つの柱に、従業員にとって働きがいのある職場づくりを
推進しています。

海外での経験が、自分や会社の大きな財産に

ボランティア休業制度を利用

兵庫シャーメゾン支店 　鈴木 哲史

ワーク・ライフ・バランスの社内啓発を推進し、制度利用者を拡大
「育児休業制度」「短時間勤務制度」「介護休業制度」などの利用を推進。男性社員の積極的な制度利用も促しています。

　北関東エリアで賃貸住宅営業をしていましたが、自身のスキルアップとして、地方と都会の両方の賃貸住宅における販売スキルを身
につけたいとの思いから首都圏エリアでの賃貸住宅営業の「人材公募制度」に応募。最先端の人・物・情報が集まる首都圏においての
営業は、業界でのトレンドを肌で感じることができ、やりがいを感じています。最近では地域に根差した活動の成果に手応えを感じつ
つ、今後も優良な賃貸住宅を数多く市場に送り出すという当社の思いをぶれることなく昇華させていきたいです。

スキルを身につけ、高付加価値の賃貸住宅を数多く供給したい

人材公募制度を利用

　妻が出産前に急きょ入院することになり、小学生の2人の子どもたちの面倒を見るため、「育児休業制度」を利用。約2
週間の休暇を取りました。職場内には子育て中の社員も多く、育児休業を取得しやすい雰囲気だったのもありがたかっ
たです。復帰後、仕事の遅れを取り戻す際は少し大変でしたが、業務効率を考えて仕事に臨む姿勢が身につきました。
休日は家族と過ごしたり、趣味に費やす時間が増え、仕事も今まで以上に楽しくなり、充実した毎日を過ごしています。

ゆとりある休日を過ごせるよう、業務効率を向上

育児休業制度を利用

積水ハウスリフォーム㈱ 埼玉営業所　内田 淳司

　一般事務職として長年業務に携わっていましたが、これまでとは違
う分野で自分の可能性を確かめたくなり、思い切って「職群転換制度」
に応募。「リフォームアドバイザー」として営業への職群転換を果たし
ました。営業の仕事は、自分が意志を持って行動しなければ何も始
まらず、責任は重大ですが、その分成果に対する評価も明確です。ま
た、お客様から直接感謝の言葉を掛けていただけることが増え、自分
の存在価値や仕事に対する誇りを実感しながら日々業務に取り組ん
でいます。制度の利用者として、私自身の経験を女性社員に話す機
会も増えました。仕事に対して悩んでいたころを
思い出し、この制度のメリットを伝えていきたいで
すね。

日々お客様と接し、仕事への責任と誇りを実感

職群転換制度を利用

積水ハウスリフォーム㈱ 神戸営業所

稲垣 美佳 兵庫シャーメゾン支店 　鈴木 哲史

東京北シャーメゾン支店　吉橋 桂太



　これからの時代は、どのような職種
でも外国とのかかわりが必須になると
考えていました。社内制度を利用すれ
ば海外でのボランティア活動に参加で
きることを知り、経験を積める良い機

会だと思い応募しました。私は現在、東ティモール共和国の農漁業
省アグリビジネス局でアドバイザーとして、農家や農業市場の情報収
集・分析方法などのノウハウを伝え、生産や消費拡大につながるよ
う、職員の能力向上を支援しています。この経験
は、帰国後さまざまなことに生かせると思います。
「ボランティア休業制度」は、モノの見方や経験面
で大きな可能性を与えてくれるので、社内でも広
めていきたいです。

従業員とともに

WEB関連項目
WEB

●従業員とのコミュニケーション　●人事基本方針　●ワーク・ライフ・バランスのための制度　●人材育成　●女性活躍の推進
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ステークホルダーの皆様とともに

能力を発揮しやすい職場環境づくりで、多様な人材の活躍をサポート
「職群転換制度」「人材公募制度」「退職者復職登録制度」「職場復帰支援制度」「ボランティア休業制度」などの利用を推進しました。

　当社は２００６年３月、人事基本方針として「人材サステナビリティ」を宣言。従業員と企業がともに持続可能な成長を可能にする環境・仕組み
をつくり、「女性の活躍推進」「多様な人材の活躍」「ワーク・ライフ・バランスの推進」を三つの柱に、従業員にとって働きがいのある職場づくりを
推進しています。

海外での経験が、自分や会社の大きな財産に

ボランティア休業制度を利用

兵庫シャーメゾン支店 　鈴木 哲史

ワーク・ライフ・バランスの社内啓発を推進し、制度利用者を拡大
「育児休業制度」「短時間勤務制度」「介護休業制度」などの利用を推進。男性社員の積極的な制度利用も促しています。

　北関東エリアで賃貸住宅営業をしていましたが、自身のスキルアップとして、地方と都会の両方の賃貸住宅における販売スキルを身
につけたいとの思いから首都圏エリアでの賃貸住宅営業の「人材公募制度」に応募。最先端の人・物・情報が集まる首都圏においての
営業は、業界でのトレンドを肌で感じることができ、やりがいを感じています。最近では地域に根差した活動の成果に手応えを感じつ
つ、今後も優良な賃貸住宅を数多く市場に送り出すという当社の思いをぶれることなく昇華させていきたいです。

スキルを身につけ、高付加価値の賃貸住宅を数多く供給したい

人材公募制度を利用

　営業としての連続表彰や、四国地域での女性営業リーダーとして
業務に取り組んできたことも評価され、店長に抜擢されました。とて
もうれしく思います。私には主婦としての役割もあるため遅くまで働
けませんが、スケジュール管理を徹底し、周りの協力を得ながら、
時間を最大限有効に使うよう努めています。また、メンバーに対して
は指示が的確に出せるよう、日ごろから気軽に相
談しやすい雰囲気づくりを心掛けています。自分
自身がもっと成長し、一日でも早く店長として一
人前になれるよう、これからも頑張ります。

女性社員の育成と定着を推進。今後も、より活躍できる環境を整備

親しみやすさを強みに
早く一人前の店長へ

営業店長として活躍

　妊娠がわかったのは、仕事が楽しくなってきたころでした。仕事を
辞めるか、続けるかかなり悩みましたが、仕事へのやりがいと、お客
様との間に築いてきた信頼関係を継続させたいと思い、育児休業を取
得しました。復帰後も、上司や同僚にさまざまな面で協力してもらい
ながら、仕事を順調に続けられています。お客様には、子育ての実体
験を反映させたご提案で共感していただくことが
増えました。仕事と家庭の両立は大変なことも多
いですが、周りへの感謝の気持ちを忘れず、今後
も前向きに仕事に取り組んでいきます。

周りの理解と協力で、
安心して仕事が継続できる

育児休業取得後に復帰

名古屋西支店　渡邊 藍子

「女性活躍推進グループ」を発足して5年以上が経過、女性社員の育成と定着を推進してきました。2011年は女性営業職の

積極採用を開始した2005年入社社員から初の店長が誕生。また、2度の育児休業を終えて復帰した営業社員も活躍してい

ます。結婚・出産・育児を経たことで、自らの経験から自信をもってお客様との折衝に臨み、信頼も増しています。生活面で

多くの経験を積み、その変化を体験している女性は、当社グループにとってなくてはならない存在です。当社は、今後も仕事

と育児を両立する女性社員が活躍できる環境を整備していきます。

(年度) (年度)

■職群転換制度応募者数
　  （白文字は実際に職群を転換した人数）

2009年

2010年

2011年
(年度)

8人 12人

5人 5人

13人7人

2009年

2010年

2011年

■短時間勤務制度利用者数

173人

164人

105人

■女性管理職の推移
　  （積水ハウスグループ合計）

　妻が出産前に急きょ入院することになり、小学生の2人の子どもたちの面倒を見るため、「育児休業制度」を利用。約2
週間の休暇を取りました。職場内には子育て中の社員も多く、育児休業を取得しやすい雰囲気だったのもありがたかっ
たです。復帰後、仕事の遅れを取り戻す際は少し大変でしたが、業務効率を考えて仕事に臨む姿勢が身につきました。
休日は家族と過ごしたり、趣味に費やす時間が増え、仕事も今まで以上に楽しくなり、充実した毎日を過ごしています。

ゆとりある休日を過ごせるよう、業務効率を向上

育児休業制度を利用

積水ハウスリフォーム㈱ 埼玉営業所　内田 淳司

2009年

2010年

2011年

■育児休業制度利用者数
　  （短期間の利用を含む）

男性22人 女性121人 143人

男性30人 女性87人 117人

女性81人男性33人 114人

　一般事務職として長年業務に携わっていましたが、これまでとは違
う分野で自分の可能性を確かめたくなり、思い切って「職群転換制度」
に応募。「リフォームアドバイザー」として営業への職群転換を果たし
ました。営業の仕事は、自分が意志を持って行動しなければ何も始
まらず、責任は重大ですが、その分成果に対する評価も明確です。ま
た、お客様から直接感謝の言葉を掛けていただけることが増え、自分
の存在価値や仕事に対する誇りを実感しながら日々業務に取り組ん
でいます。制度の利用者として、私自身の経験を女性社員に話す機
会も増えました。仕事に対して悩んでいたころを
思い出し、この制度のメリットを伝えていきたいで
すね。

日々お客様と接し、仕事への責任と誇りを実感

職群転換制度を利用

積水ハウスリフォーム㈱ 神戸営業所

稲垣 美佳

愛媛支店　結田 真弓美

2009年

2010年

2011年
(年度)

34人

28人

23人

兵庫シャーメゾン支店 　鈴木 哲史

東京北シャーメゾン支店　吉橋 桂太



　2011年度はコンプライアンス徹底のため、「企業倫理要項」の遵守
に注力して取り組みました。「ヒューマンリレーション研修テキスト
2011」を利用した本研修の重点テーマとして、「パワーハラスメント」
「セクシュアルハラスメント」「コンプライアンス」「自己成長につながる
セルフコントロール」「宅地建物取引業と人権」についての研修を実施
しました。また、積水ハウスグループ各事業所のセクハラ・パワハラ
相談窓口担当者を対象とした研修にも継続的に取り組んでいます。

WEB関連項目
WEB

●労働安全衛生　●障がい者雇用の推進
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　当社は、「生涯住宅」を提供する企業の社会的使命として、障がい
者雇用についても継続的な雇用推進に努めており、2012年の雇用
率は1.75％となりました。今後、改善を図ることはもちろん、「１事
業所に１人の障がい者雇用と定着」を目標に、障がい者を含めたす
べての従業員がいきいきと仕事に取り組める、活力に満ちた職場環
境を目指していきます。

障がい者雇用に向けた取り組み

　施工に携わるすべての従事者の労働安全衛生の確保は、住宅メー
カーである当社にとって重点的に取り組むべき項目の一つです。当社
では、全グループの従業員のみならず、関係会社の従業員、協力工事
店の職方なども含め、一体となった体制の整備に注力しています。

労働安全衛生に向けた取り組み

　当社は、従業員一人ひとりがコンプライアンスおよび「企業倫理要項」
を正しく理解し、実践することで、人権侵害を「しない・させない・ゆ
るさない」企業体質づくりに努めてきました。１９８０年からは同和問
題をはじめ女性・在日外国人・障がい者問題などさまざまな人権問
題に積極的に取り組み、「ヒューマンリレーション研修」をはじめとす
る継続的な啓発活動をサポート。従業員一人ひとりの意識の向上を
図っています。また、積水ハウスグループにおけるセクハラ・パワハラ
など、さまざまな人権に関する悩みや相談・質問の窓口として「セクハ
ラホットライン」を設置し、対応しています。さらに、今後は海外への
事業展開を視野に入れ、国際ルールの遵守、異文化の相互理解の必
要性なども踏まえ、他国の関係者とも人権を認め合う企業風土をより
浸透させるべく、取り組みに注力していきます。

人権啓発に向けた取り組み

■障がい者雇用率（毎年2月1日時点）

■「危険ゼロシステム」の概要
ヒューマンリレーション研修（全従業員が対象）

　危険要因の低減化を図るため、厚生労働省が推奨する「労働安全
衛生マネジメントシステム」に施工現場の特性を加味し、独自に構築
した「積水ハウス危険ゼロシステム」を運用・展開しています。本シス
テムは、全社および事業所ごとに毎年作成する「施工安全衛生年間計
画」を核としており、当社や協力工事店の従業員が安全かつ健康に働
けるよう、安全衛生管理活動の取り組みを徹底するものです。

労働安全衛生マネジメントシステム

　「施工安全衛生年間計画」をもとに、従業員ならびに協力業者など
工事関係者全員に対して災害防止対策や、「安全衛生教育研修」を定
期的に実施しています。ほかにも、施工現場の全施工従事者を対象
にした「職種別安全研修」の実施や、協力工事店各社に対し、「安全推
進大会」などの研修を行っています。

安全衛生教育研修

　職場の労働環境の改善を図るため、全国の事業所で、安全衛生委
員会、業務改善委員会などを中心に、「職場の安全衛生」や「業務効
率化・改善・改革」などについて、従業員が主体となり行動目標を設
定。定めた目標を達成すべく、さまざまな活動に取り組んでいます。

安全衛生委員会

2.0

1.0

0
2008 2009 2010 2011

1.90 1.77 1.80 1.66
（％）

（年）2012

1.75

ゼロシステムの核（根幹）部分

基本サイクル
左記基本サイクルを有効に
回す手立てとしての部分

1.危険源の特定、実施事項の特定
5.日常的な点検・改善
6.労働者の意見反映
7.安全衛生管理体制
8.協力工事店の
　安全衛生活動評価
9.文書の記録、保管

2.安全衛生年間計画の策定

3.安全衛生方針の表明

11.システム評価

10.緊急事態、災害発生時の対応

12.システムの見直し

4.安全衛生年間計画の実施・運用

年間計画を振り返り、次期年間計画へ

人権・労働慣行に関する取り組みを推進
「人権啓発」「障がい者雇用」「労働安全衛生」に向けた取り組みを、グループ一体となり推進しています。



　当社は、中・長期にわたる高い利益配分の実現と経営の健全性を維持するため、中期的な平均
配当性向については、最低４０％を確保することとしています。また、時機に応じて自己株式購入
および消却の実施を行い、資本効率の改善を通じて株主様への利益還元にも努めています。
　配当については、中間配当は１０円、期末配当１０円の通期２０円を実施しました。
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株主・投資家様とともに
　当社は、株主・投資家の皆様に対して、財務情報や事業活動状況等の経営情報について、各種法令に沿った開示はもちろんのこと、投資判断
に影響すると思われる任意情報についても、プレスリリースや当社ホームページなどさまざまな手段を通じて積極的かつ公正に開示しています。
また、面談など直接的なコミュニケーションにも努め、皆様からいただくご意見を経営判断の参考としております。これらの活動を通じて、当社の
企業価値に関する適正な評価を得ることに貢献できるよう心掛けています。当社の情報開示に関する基本方針については、ディスクロージャーポ
リシー（情報開示方針）を制定し、ホームページで公開しています。　

　当社は、各種方面で開催される「個人投資家向けセミナー」にも参
加し、会社概要や決算概要、そして株主様への利益還元等について質
疑応答を受けながらわかりやすく説明する機会を設けています。
　当社の魅力を十分に理解していただくためにも、引き続きこのよう
なセミナーに積極的に関与し、個人投資家の皆様との接点を持ちな
がら、幅広くＩＲ活動を行っていきます。

　株主総会の開催にあたり、総会に出席いただくことができない株主様を対象に、書面のほかインターネットからの議決権行使を実施し、利便性
の向上に努めています。
　このほか、事業報告書として「ビジネスレポート」を半期ごとに発行し、株主の皆様へ的確な事業報告を行っています。また海外在住の投資家様
向けには、期末事業報告として「アニュアルレポート」を、中間期報告として「セミアニュアルレポート」を発行・送付しており、株主様・投資家様と
の良好なコミュニケーションづくりにも努めています。
　また、「株主優待贈呈制度」により株主様へ贈呈する「魚沼産コシヒカリ」は、株主様のご辞退やご転居先不明等の理由で受領いただけず当社に
返却されるケースがあります。これらについては、株主様のご理解のもと、障がい者福祉施設や高齢者福祉施設、団体等へ寄贈することを２００８
年度の優待贈呈制度導入時より実施しています。２０１１年度の寄贈先については以下の通りです。

＜2011年度 実績＞

2011年7月14日　
於：東京　約８０人参加

2011年7月15日　
於：大阪　約１１０人参加

●社会福祉法人全日本手をつなぐ育成会（東京都港区）
●グループホームきんもくせい／デイケアきらきら星（茨城県ひたちなか市）

　当社株式の長期保有の促進のために、当社には「株主優待ポイント
制度」と「株主優待贈呈制度」の二つの制度を設けています。

保有株数と保有期間に応じて半期ごとにポイントを付与し、当社グ
ループとの取引（新築工事やリフォーム等）に利用していただける制
度です。

株主優待ポイント制度

単元株式数（1000株）以上を決算期末時に保有する株主様を対象に
毎年１回、「魚沼産コシヒカリ」５㎏を贈呈するものです。

株主優待贈呈制度

詳細につきましては以下のＵＲＬよりご覧いただけます。
企業・IR情報： http://www.sekisuihouse.co.jp/company/index.html

＜寄贈先＞

個人投資家向けセミナー

株主様への利益還元

株主様満足の向上

株主優待

■1株当たりの年間配当推移

2008

配当金

配当性向

2009 2010 2011

（円）

（年/1月期）

（％）

2012

24円 24円 10円 21円 20円

27.4 140.8 - 46.6 46.6

ステークホルダーの皆様とともに

※創立50周年記念配当（5円）含む

※

●豊友館（小規模多機能型居宅介護施設・茨城県日立市）
●鵜浦医院（岩手県陸前高田市）



 ■「積水ハウスマッチングプログラム」の仕組み

積水ハウスマッチングプログラムの会
積水ハウス環境基金 もも・かき育英会基金
生態系の保全など地球環境保
護にかかわる活動分野の支援

次世代の育成にかかわる
活動分野の支援

応募 審査・助成 助成

助成先 助成先（任意団体、NPO、教育機関など）

従業員
希望の基金を選択し、給与から
積み立て（参加は個人の任意） 会社が同額を寄付

会社

積水ハウスこども基金

（事務局：CSR室）  理事（５人）、監事、
社外アドバイザーで協議理事会

プログラム助成 基盤助成 桃・柿育英会

企業理念の根本哲学　「人間愛」

　従業員との共同寄付制度「積水ハウスマッチングプログラム」（会
員数約2200人）を2006年度から開始。NPOなどの社会的活動を
担う団体を支援しています。このプログラムは、従業員が給与から
希望する金額（1口100円）を積み立て、それに当社が同額の助成金
を加えて寄付する仕組みです。「積水ハウスこども基金」「積水ハウ
ス環境基金」の２基金は、会員代表で構成する理事会で支援先を決
定します。
　2011年度は29団体に1566万円を助成。また、東日本大震災に
よる震災遺児を経済支援する「桃・柿育英会」（実行委員長：建築家
安藤忠雄氏）の趣旨に賛同し、三つ目の基金として「もも・かき育英
会基金」を設置しました。「もも・かき育英会基金」は、震災遺児を
10年間にわたり経済支援していきます。

■２０１1年度の助成先

●NPO法人 自然環境復元協会
●NPO法人 白神山地を守る会
●NPO法人 生態工房
●NPO法人 日本国際
　ボランティアセンター

環境配慮次世代育成住文化向上

従業員のボランティア活動 チャリティー参加 国際協力 緊急支援

NPO・NGOとの協働 活動支援 教育機関と連携した教育支援活動 事業活動を通じて

東日本大震災による
震災遺児を経済支援

　人々の暮らしと地域社会にかかわる事業を営む当社は、地域と社会の一員とし

て、さまざまな社会貢献活動を進めています。企業理念の根本哲学「人間愛」を

活動理念に掲げ、「住文化向上」「次世代育成」「環境配慮」を柱に、本業を通じた

活動はもちろん、「従業員のボランティア活動、チャリティー参加」「ＮＰＯ・ＮＧ

Ｏとの協働、活動支援」「教育機関と連携した教育支援活動」などで、一人ひとり

の自発的活動が可能な仕組みづくりや、地域に根差した活動を続けています。

「住文化向上」「次世代育成」
「環境配慮」を柱に、自発的
活動を促す仕組みをつくり、
活動を推進しています。

実践報告

●NPO法人 ADRA Ｊapan
●NPO法人 アレルギー支援
　ネットワーク
●NPO法人 国境なき医師団日本
●NPO法人 チャイルド・ケモ・ハウス

●NPO法人 難民を助ける会
●NPO法人 日本グッド・
　トイ委員会
●にほんごサポートひまわり会

●大阪府立園芸高等学校　　　
●かしま環境ネットワーク
●NPO法人 グラウンド
　ワーク三島
●NPO法人 珊瑚舎スコーレ

プログラム助成 
15団体１291万円

基盤助成
１4団体275万円

●こども基金 7団体708万円   
●環境基金 8団体583万円

●こども基金 8団体155万円   
●環境基金 6団体120万円

プログラム助成団体

こども基金 環境基金
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社会的活動を担うNPOを支援する
「積水ハウスマッチングプログラム」
社会的活動を担うNPOを支援する
「積水ハウスマッチングプログラム」

WEB関連項目
WEB

●社会貢献活動の考え方　●住文化の向上　●次世代育成　●環境配慮　●障がい者の自立支援　●NPO・NGOとの協働　●従業員と会社の共同寄付制度 積水ハウスマッチングプログラム　　　　　

従業員との共同寄付制度

社会貢献活動



多くの他者との協働から、
新しい価値を創出

VOICE

　2005年から、本社のある梅田スカイビルで開催されている「障害者
週間行事」（後援：内閣府）に参画、運営に協力しています。　
　「障害者と社会をつなぐシンポジ
ウム」では、「被災地から、そして関西
から。地域、施設、企業の取り組み
～私たちにできること～」と題した
パネルディスカッションを実施。
行政・企業・NPO・市民がともに考
え、話し合う有意義な場となりました。

社会福祉法人 大阪ボランティア協会　
事務局長 水谷 綾氏

　積水ハウスの社会貢献活動の強みは「連携力」。「神戸ま
ちづくり六甲アイランド基金」やマッチングプログラム、そし
て障害者週間行事などは、自社だけでなく、多くの他者との
協働により、新たな価値を生み出していると思います。東日
本大震災の被災地支援においてもその強みを遺憾なく発揮
されました。日々の社会貢献活動の中で、“顔の見える緩や
かな関係”づくりを丁寧に培われている成果でしょう。この
点をさらに発展していただきたいと願います。

シンポジウムには多様なセクターから
多くの方々が参加しました

関東ブロック　最優秀賞
「都市の夢柱化」
日本大学大学院 
渋谷舞さん、三角奈津紀さん、
酒井誠さんの作品

※SELP製品：障がい者が社会福祉施設で、職業訓練や社会参加の実現を目的に働き、作られた製品

SELP製品の
ノベルティ採用

お客様や地域との
コミュニケーション

従業員の
自発的協力

障がい者の
人たちの自立支援

SELP採用による
意識啓発

福祉と環境に
やさしい良い品物

喜ばれる製品を一緒に作り、
安定した仕事を確保

ノベルティ購入 理解促進

NPO現場に出向き、運営支援やNPOガバナンス構築
に取り組む傍ら、行政との協働、企業のCSR ／社会貢
献プログラムづくりにも注力。

　2005年度から、2.4メートル立方の空間
に納まる原寸大モデル制作を前提とした学
生コンペ「住空間ecoデザインコンペティ
ション」に参画、運営に協力。住空間にお
ける環境意識を高め、暮らしの質を向上さ
せる商品の企画、産学の連携強化、学生間
の交流促進、若手デザイナーの育成を主目
的に開催しています。2011年度は全国50
大学から187作品の応募がありました。

　1996年「六甲アイランドCITY」（神戸市東灘区）と深いかかわりの
ある当社とＰ＆Ｇ社が共同で、神戸市における国際的・文化的なコ
ミュニティづくりに資する事業や活動を助成する基金を設立。NPO
など多くの団体の活動支援のため、2011年度までに413件、3億
4768万円の助成を実施しました。助成活動15周年にあたる2011年、
その継続的なコミュニティづくりサポート活動の実績が評価され、
神戸市より表彰されました。

　当社では2000年からNPO法人トゥギャザー（奈良市）と協働し、
障がい者自立支援に積極的に取り組んでいます。その一環として障
がいのある方が作るSELP（セルプ）製品※を、全国で開催する現場
見学会「住まいの参観日」や展示場への来場者にお渡しするノベ
ルティとして採用。2011年度は2万8452個を購入しました。

ノベルティの提供

障害者週間行事に参画

全国50大学が参加する
「住空間ecoデザインコンペティション」 を支援

地域のコミュニティづくりを支援
公益信託「神戸まちづくり六甲アイランド基金」

ＮＰＯと連携して障がい者の自立を支援
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障害者週間行事に参画障害者週間行事に参画障害者週間行事に参画

ＮＰＯと連携して障がい者の自立を支援

　２０１１年９月、旧ホテルフジタ京都（京都市）の建て替え工事に伴
い、壁画「都市流動」を猪熊弦一郎現代美術館（香川県丸亀市）に寄
贈しました。壁画「都市流動」は、
同ホテル開業以来１階ロビーを飾っ
ていましたが、１９８２年実施の改
修工事で壁画の前に壁が作られて
以降、行方がわからなくなっていた
作品です。解体工事前にその存在
が判明したため、工事実施時に取り
外し、同美術館に寄贈しました。

撮影：高橋 章氏　壁画《都市流動》1969年
丸亀市猪熊弦一郎現代美術館「祝20祭」
での展示風景

猪熊弦一郎氏　壁画「都市流動」寄贈猪熊弦一郎氏　壁画「都市流動」寄贈

全国50大学が参加する
「住空間ecoデザインコンペティション」 を支援

地域のコミュニティづくりを支援
公益信託「神戸まちづくり六甲アイランド基金」

　　　　　●公益信託「神戸まちづくり六甲アイランド基金」　●チャリティ・義援金・ボランティア　●文化財の保護　●社会貢献活動社長表彰



CSR委員会・社外委員からのコメント
CSRの重要方針の立案・推進と取り組みの検証を目的として、「CSR委員会」を3カ月に1回開催しています（P.33参照）。同

委員会では3名の社外委員から「社外からの目」で意見をいただき、委員である社内の役員とともに議論を重ねています。

2011年度の議論を踏まえた、社外委員からのコメントを紹介します。

　昨年３月の東日本大震災以降、住まいや生活の安心・安全やエネルギー問題に対する世の中の意識
が高まる中、各企業で様々な取り組みがなされましたが、積水ハウスは、これにいち早く応えるべく、
「グリーンファースト ハイブリッド」や、分譲地の住民の絆を深め、防災に強いまちづくりを目指す「隣人
祭り」など、先を見据えたハード、ソフトの両面の事業活動を推進され、高い評価を受けています。
　一方で、昨年も、いくつかの企業でガバナンスに関わる不正や不祥事が起こりました。これを防ぐた
めには、監視体制と内部統制システムの両輪を整備することと併せて、職場での「コミュニケーショ
ン」と「コンプライアンス」と「リスクマネジメント」の３つを自主的に考え、適切に実行できる現場力の
向上に努めなければなりません。
　グローバルに激変する経営環境の中、積水ハウスにおいても、常にステークホルダーの目線に立っ
て、“攻めのCSR”と“守りのCSR”をブラッシュアップし、新たなイノベーションの創出によって、さら
なる企業価値の向上に取り組まれるよう期待しています。

“攻め”と“守り”の両面から、より一層のブラッシュアップを

これから大変厳しい経済環境が予想される
中、勝ち抜くポイントは、幹部の皆さんの当
事者意識、危機意識だ。また、お客様の立
場に立って自分を律する「自律」と、厳しい
中でも受け身でなく能動的に、体を張って目
標をやり遂げる「自立」が必要だ。

シャープ株式会社　相談役

辻 晴雄
CSR委員会でのコメントから

　最近の業績を見ると、積水ハウスグループはまさに順風満帆です。ＣＳＲが単に社会貢献につながって
いるだけでなく、会社の業績にもプラスの影響を及ぼしています。ＣＳＲと事業との間に良い循環が生ま
れていると言えるでしょう。このような良い循環が生み出されている例は日本でもあまりありません。
自信を持っていただいてよいと思います。しかし、長期を考えると、喜んでばかりもいられません。日本
が人口減少社会になるのは確実だからです。海洋国家ベネチアは、長い繁栄の後、人口減少に苦しみま
した。それが没落の前奏曲となったのです。人口減少は積水ハウスグループにとっても脅威です。新築
住宅の需要が縮減する可能性があるからです。新たな住宅は必要がなくなるかもしれません。これか
ら積水ハウスグループのＣＳＲ活動で重要なのは、人々がもっと多くの子どもを産めるような環境を作る
活動です。この点でできること、なすべきことはたくさんあります。知恵の使いどころと言えるでしょう。
　ビジネスの上でもやるべきことがあります。仮に新築住宅の需要が減っても会社を成り立たせてい
くことができるように、リフォームやサービスなどの事業で顧客に価値を提供できるようにしておくよう
お願いします。

知恵を使い、人口減少社会に歯止めを

これまでのまちづくりでは、まちに同世代
が集まっていたため、住民の高齢化ととも
にまち全体が老化していた。「マストライフ
古河庭園」のような多世代交流型のまち
は、多様な世代の住民が生活するため、ま
ちが老化しにくい。

甲南大学　特別客員教授

加護野 忠男
CSR委員会でのコメントから

　昨年３月１１日の東日本大震災と福島原発の事故から１年。世界中の眼が日本に注がれた１年で
した。地球環境の保全と電力需給の問題を考える上で、３月１１日は、世界の人々の記憶に深く刻ま
れる日となりました。我が国は、電力供給源を原発に依存する割合が高い国です。今や、全原発の
稼働停止による全国レベルでの電力不足を想定した節電の要請に加え、電気料金の大幅値上げも必
至な情勢で、国民生活と産業経済に極めて重大な問題が生じています。こうした困難に直面した今
こそ、あらゆる分野でその克服に向けての努力が必要です。エネルギー資源に乏しい我が国には、世
界に誇れる省エネ・創エネ・蓄エネの先進的技術があります。積水ハウスは、いち早く、この点に着
目し、住宅用に太陽電池・燃料電池・蓄電池を設置してシステム化したスマートハウス「グリーン
ファースト  ハイブリッド」の普及を強力に推進し、着実にその成果を上げて来ました。まさに、時代の
変化を先取りしたものといえましょう。企業におけるCSR活動も、こうした先見性と揺るぎのない実
行力こそがその推進の原動力なのです。

東日本大震災・福島原発事故から１年に寄せて

CSの取り組みをすでに高いレベルで実施さ
れている。この先、さらにレベルを高めてい
くためには、「不断の努力」が必要だ。現場
のリーダーから繰り返し部下に話すことに
より、教育をしっかり行っていただきたい。

弁護士　

加納 駿亮
CSR委員会でのコメントから

73 Sekisui House Sustainability Report 2012

社外意見と総括



第三者意見報告書
当社は、サステナビリティレポートの説明責任のレベルを高めるために、2011年度も、国際NGOナチュラル・ステップ・ジャ

パンに第三者意見の策定を依頼しました。

ナチュラル・ステップ・ジャパン（以下ＴＮＳ）は、積水ハウスより「サステナビリティレポート2012」の第三者意見の依頼を受けた。我々は、積水ハウスと
独立の立場で、積水ハウスのステークホルダーとは公平な立場でこの分析を行った。我々の責任は、下記記載の手続きの範囲で得た情報と関連した主張
を基盤にして、その限られた範囲で分析と評価を実施することである。

分析の結果
ナチュラル・ステップの持続可能性分析の中の下記の3つの視点で分析結果を報告する。

１. 積水ハウスは、変革に対して柔軟性があるか
　積水ハウスは、製品とサービスの展開において、変革の柔軟性があり、社会の中でリーダーシップを見せている。例えば、今、社会のエネルギーに
対する考え方、また、自分のことは自分で守らなければならないというように価値観に変化が起きている。この震災後の急速な社会変化に対応すべ
く、被災後も自宅で自立して生活ができる「省エネ・防災住宅」としての「グリーンファースト ハイブリッド」は、太陽電池、燃料電池、蓄電池の3電池
連動自動制御の住まいで、災害停電時に自立した生活を可能にし、日常時にも電気エネルギーの自給自足を目指して電力使用の制御を可能にしてい
る。このような時代を先取る製品の展開を評価する。
　積水ハウスは、6年前に「女性活躍推進グループ」を発足して女性社員の育成と定着を推進してきたが、女性営業店長は数名に留まっている。女性
管理職も現在34名で国際的に比較をすると変革したと言えない状況である。ワーク・ライフ・バランスとともに、女性の活躍推進において変革への
柔軟性が求められる。

２. 積水ハウスは、変革に対して能力をつけているか
　エネルギーに関しては「グリーンファースト」と「グリーンファースト ハイブリッド」を会社の戦略として位置付けることによって、全社員に変革に対
しての能力をつけている。また、「エコ・ファースト企業」としての約束において「生態系保全」と「資源循環」も継続的に取り組んでいることから変革
の能力がついてきている。「化学物質」に関しては、健康への配慮として国の指針の２分の１以下の新しい空気環境配慮仕様「エアキス」を発売して
いることは評価できるが、化学物質の問題は、地球温暖化問題と同様に、国際的に大きな変革が求められる環境問題であるため「エコ・ファースト企業」
としての約束に、「化学物質」へのチャレンジも含め、全社の知識と能力を高める必要がある。
　社会性に関しては、ヒューマンリレーション研修が全従業員を対象に取り組まれていることは評価できるが、女性の活躍推進に関する研修も必要
である。

３. バックキャステイングをして、目標と成果がつながっているか
　積水ハウスは持続可能性を経営の基本に位置付け、「サステナブル・ビジョン」を打ち出している。そのビジョンの行動指針に、環境価値や社会価値で
「１３の指針」を決めているが、それらの目標と成果がつながっていることがもう一つ明確にコミュニケーションされていない。「サステナブル・ビジョン」
は長期的な高い目標であるため、どうしても、短期的な問題解決に注力し、近視眼的になりがちである。エネルギー分野では、かなりビジョンに近づ
いたが、ビジョンとしてあげた全ての長期目標と毎年の成果をつなげ、そのギャップもコミュニケーションしていくことが重要である。

積水ハウスの新しいチャレンジ
　積水ハウスの新しいチャレンジは国際事業の展開によって、海外で要請されるＣＳＲの活動である。特に、中国での展開は、環境面と社会面ともに積水
ハウスの貢献が大きく期待できると同時に、大きなチャレンジも待ちうけていることが予測される。「サステナブル・ビジョン」と「１３の指針」を国際事業
の展開においてもぶれない軸として、特にステークホルダーとのコミュニケーションに注力され、この分野においてもリーデイングカンパニーとしてリー
ダーシップを発揮されることに期待したい。

積水ハウス株式会社御中　 2012年3月

国際ＮＧＯナチュラル・ステップ・ジャパン　

代表

第三者意見報告書

◇企業にとって重要なフロー・プロセス、製品とサービスの使用段階のインパクトを見る。また、企業が変革に対して柔軟性があるのか、能力をつけているのか、
戦略、ビジョンと方針、目標と成果がつながっているかなどをＴＮＳの持続可能性分析の手法で分析をした。TNSの持続可能性分析手法については 
www.tnsij.orgを参照。（ナチュラル・ステップ持続可能性分析結果の全報告書はWEBに掲載） 

◇環境推進部とＣＳＲ室のそれぞれの担当者にヒアリングを実施した。
◇ 「サステナビリティレポート2011」と2012年度版のドラフトを分析した。

分析のために実施した手続き
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2011年度 社外からの主な評価

「５本の樹」計画の庭づくり
2011年10月

いきものにぎわい企業活動コンテスト　
財団法人水と緑の惑星保全機構会長賞
【主催：いきものにぎわい企業活動コンテスト実行委員会】【後援：環境省、農林水産省】

東日本大震災における被災者・被災自治体支援
2011年11月

大阪市から感謝状

「サステナビリティレポート２０１１」
2012年3月

環境コミュニケーション大賞  生物多様性報告特別優秀賞
（地球・人間環境フォーラム理事長賞）
【主催：環境省、財団法人 地球・人間環境フォーラム】

2011年7月

高遮音床システム〈Ｌ-５５〉
「ＳＨＡＩＤＤ５５（シャイド５５）」

（ソーシャルキッズプロダクツ部門）優秀賞

「積水ハウスのＬＥＤくらし」
（フューチャープロダクツ部門）審査員特別賞

「緑育プラザ＋七国シフォンの丘公園」
（フューチャープロダクツ部門）

「コモンステージ弥生が丘」
（ソーシャルキッズサポート部門）

子どもでも「安心だ錠！」
フルフラットサッシ・フルフラットバルコニー
Ｓｍａｒｔ-ＵＤ（スマートユニバーサルデザイン）
による住空間

（ユニバーサルセーフティ部門）

【主催：特定非営利活動法人 キッズデザイン協議会】

「スローリビング」

2011年10月

（住宅部門）

【主催：公益財団法人 日本デザイン振興会】

グラウンド用白線材「プラタマパウダー」
「グランドメゾン宝塚清荒神」新築工事

2011年10月

リデュース・リユース・リサイクル推進功労者等表彰　
リデュース・リユース・リサイクル推進協議会会長賞

【主催：リデュース・リユース・リサイクル推進協議会】

「シティアンダンテ学園東町」内の建売住宅
2011年12月

神戸市都市デザイン賞（ＣＡＳＢＥＥ建築部門）【主催：神戸市】

「グリーンファースト ハイブリッド」
2012年1月

新エネ大賞　経済産業大臣賞
【主催：財団法人 新エネルギー財団】

日経優秀製品・
サービス賞２０１１　
優秀賞 日経産業新聞賞
【主催：日本経済新聞社】

「グランドメゾン西九条ＢＩＯ」
2011年2月

おおさか優良緑化賞  大阪府知事賞【主催：大阪府】
大阪サステナブル建築賞  特別賞【主催：大阪府】

「スタイリッシュステージ上後藤」
2011年2月

平成の米子市都市景観施設賞【主催：米子市】

「本町ガーデンシティ」
2012年2月

大阪サステナブル建築賞  大阪府知事賞
【主催：大阪府】

環境 キッズデザイン賞

まちなみ・景観

グッドデザイン賞

「神戸まちづくり六甲アイランド基金」による助成活動
2011年12月

神戸市から感謝状

積水ハウス株式会社
2011年2月

日本内部統制大賞2011-Ｉｎｔｅｇｒｉｔｙ Ａｗａｒｄ-
（「誠実な企業」賞）  優秀賞
【主催：日本内部統制大賞-Ｉｎｔｅｇｒｉｔｙ Ａｗａｒｄ-審議会】

CSR全般



　東日本大震災の発災から１年余が経過しました。被災された皆
様には改めて心よりお見舞い申し上げます。
　今回の震災ではオーナー様の安否確認、復旧・復興工事といった
本業を通じたＣＳＲ活動はもちろん、一市民として被災地のために何
ができるかを真剣に考え、幅広い復興支援活動に取り組みました。
行政、市民、ＮＰＯ、企業など多くのセクターが協働し、それぞれの
強みを生かしながら、物資が届かない施設等に必要なものをお届け
する「相乗りプロジェクト」などはその一例です。日頃からの他団体
との関係づくりが有事の際に大きな力を発揮することを実感いたし
ました。ただ、復興はこれからが本番です。それぞれのタイミング
でベストと考えられる被災地支援活動を継続してまいります。
　社会性に関する活動全般としては伸びた項目と停滞した項目があ
ります。2012年度はＰＤＣＡのサイクルをしっかり機能させ、すべて
において目標をクリアすべく、気を引き締めて推進していきたいと考
えています。特に障がい者の法定雇用率確保は喫緊の課題として取
り組む所存です。
　また、当社も国際事業が本格化してまいりましたが、これまで培っ
た環境技術を十二分に生かし現地に貢献するとともに、コンプライ
アンスにも注力していきたいと考えています。コンプライアンスとは
法令を遵守するだけでなく、組織に向けられた社会的要請に応える
ことととらえています。現地の方々の価値観、地域性などに十分配
慮し、事業を拡大させてまいります。
　2010年にISO26000が発行されましたが、ステークホルダーの期
待に応えるためには従業員一人ひとりが相手の立場で考えて行動す
る必要があります。これは当社の企業理念の根本哲学「人間愛」を
実践することに他なりません。今一度原点に帰り、社員教育を徹底
することにより、ＣＳＲ活動のレベルアップを図ってまいります。

取締役 兼 専務執行役員　
技術本部長

伊久 哲夫
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総括・社外意見を受けて
社外意見と総括

社会性に関する分野

　東日本大震災以降、お客様の安否確認から、お住まいの点検・補
修、仮設住宅の供給、復興住宅や復興団地の計画・建設など、瞬く
間に時間が過ぎました。被災された皆様に改めてお見舞い申し上
げるとともに、当社とともに復興にご尽力くださっている多くのお取
引先様や全国の職方さんには厚く御礼申し上げます。
　震災を契機に、エネルギー活用や暮らしのあり方に対する社会の
意識は大きく変化しました。これを受けて、当社では「グリーン
ファースト」戦略で培ったノウハウや技術を結集し、2011年夏に世
界で初めて太陽電池・燃料電池・蓄電池の3電池連動制御により、
非常時への対応はもちろん、日常は快適に暮らしながら大幅な節電
を可能にし、日中は“まちの発電所”として社会に貢献するスマート
ハウス「グリーンファースト  ハイブリッド」を発売しました。
　住宅メーカーのミッションは、最適な環境技術を手段として、豊
かな緑や住まう人の良好なコミュニティ構築までも視野に入れた、
安全・安心、健やかで豊かな暮らしを提供することです。昨年から
掲げている「SLOW ＆ SMART」というスローガンにはそのような
思いを込めています。
　この取り組みは個々の住宅の進化にとどまらず、まちレベルでトー
タルな都市計画を行う大規模分譲地でも「スマートコモンシティ」と
名付けて展開しており、復興エリアである仙台郊外の「スマートコ
モンシティ明石台」を皮切りに全国で開発を進めています。これが
一つのモデルとして我が国の新しいまちのかたちを示せるよう努め
てまいりたいと思います。
　また、住まい手、特に子どもの成長への影響を配慮して1990年代
から取り組んできた化学物質への対応を進め、2011年には空気環
境配慮仕様「エアキス」の導入を開始しました。これからも、環境保
全と両立する質の高い暮らしに対する時代の要請を正面から受け
止め、リーディングカンパニーとしての自覚をもって、持続可能な社
会の構築に邁進していく所存です。

環境に関する分野

取締役 兼 専務執行役員　
コーポレート・コミュニケーション部長

平林 文明



積水ハウスグループについて

サステナブル社会の実現に向けて

■グループの概要

■積水ハウスの住まいづくり

■トップコミットメント

■企業理念・ＣＳＲ方針・ビジョン

　●積水ハウスの企業理念・ＣＳＲ方針・ビジョン
   ●企業理念
   ●サステナブル・ビジョン
　　○環境価値
　　○経済価値
　　○社会価値
　　○住まい手価値
   ●経営ビジョン
　●CSRに関する方針・指針

■ガバナンス・コンプライアンス

　●コーポレートガバナンス・内部統制システム
   ●CSR推進体制
　　○CSR推進体制と組織マネジメント
　　○CSRマネジメントツール
　　○社外委員からのコメント
   ●コンプライアンス
　　○コンプライアンスの考え方
　　○コンプライアンス推進活動
　　○「企業倫理要項」の遵守
　　○個人情報保護の取り組み
　　○内部通報システムと公益通報者の保護
　　○公正な取引
　　○各種補助金の適正業務実施と適正運用
   ●ヒューマンリレーション・人権擁護
　　○ヒューマンリレーション推進体制
　　○ヒューマンリレーション研修
　　○セクシュアルハラスメント、パワーハラスメント相談窓口
   ●リスクマネジメント
　　○リスクマネジメント体制
　　○自然災害発生時の対応
　　○新型インフルエンザの対策について
　　○廃棄物処理に関するリスクへの対応
　　○土壌汚染に関するリスクへの対応
   ●環境マネジメント
　　○環境マネジメントの推進・方針
　　○事業所での環境推進体制
　　○ISO14001認証取得
　　○環境に関する法令の遵守状況
　　○従業員への環境取り組みの研修（一般教育・研修）

■「エコ・ファースト企業」として

　●「エコ・ファーストの約束」進捗報告
   ●「エコ・ファースト推進協議会」の活動への参加

■研究・開発

　●R&Dの拠点「総合住宅研究所」
   ●近未来型住宅「ゼロエミッションハウス」
　●「サステナブル デザイン ラボラトリー」
   ●「観環居」 居住者目線のスマートハウスの実現を目指して
　●日本初、実際に家族が暮らしながら実施する
　　「スマートエネルギーハウス」居住実験
   ●「ケミレスタウン®・プロジェクト」
   ●千葉工大との共同研究「ロボットテクノロジー（RT）」
　●生体情報による健康管理で快適・安心な暮らしを創出

■これまでのあゆみ

　●1960年代
   ●1970年代
   ●1980年代
　●1990年代

http://www.sekisuihouse.co.jp/sustainable/2012/
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WEB掲載項目について
本冊子では、できる限り重要性の高い報告に絞り、読みやすいレポートを目指しています。そのため、本冊子に掲載できなかった取り組みや
詳細データはWEBでご紹介しています。

WEB

   ●「５本の樹」計画
　　○「5本の樹」計画とは
　　○生物多様性活動に関する民間団体への参画
　　○緑豊かな賃貸住宅「シャーメゾン ガーデンズ」
　　○分譲マンションにおける緑化の推進
　　○「5本の樹」いきもの調査
　　○「第２回 いきものにぎわい企業活動コンテスト」で
         「財団法人水と緑の惑星保全機構会長賞」を受賞
　　○「5本の樹・野鳥ケータイ図鑑」
　　○生物多様性サイトの開設

■資源循環

   ●資源の循環利用
　　○資源循環活動のあゆみ
　　○IT技術を活用した資源循環体制の運用
　　○解体廃棄物の再資源化への取り組み
　　○「資源循環センター」
　　○「広域認定制度」の活用
   ●住まいの長寿命化
　　○住まいの長寿命化とは
　　○長期優良住宅と品確法
　　○住宅履歴情報サービス「いえろぐ」を発行
　　○住まいの価値を維持する長期保証
　　○「エバーループ」～オーナー住宅買取再生事業
　　○循環型社会の形成につながるリフォーム事業
   ●生産部門でのゼロエミッション
　　○工場ゼロエミッションの取り組み
　　○リサイクル材の開発
   ●新築施工現場でのゼロエミッション
　　○新築施工現場のリデュース
　　○新築施工現場でのゼロエミッション
   ●アフターメンテナンス部門でのゼロエミッション
   ●リフォーム施工現場でのゼロエミッション
　●事務所における資源循環
　　○「グリーン購入」の推進
　　○施工現場ユニフォームのリサイクル

■水資源の有効活用

   ●工場における水使用量
   ●雨水タンクなどで雨水利用を推進
　●節水型浴槽・手元ストップシャワーの効果
   ●超節水型便器の標準化
　●レインガーデン

■化学物質の管理

   ●「化学物質ガイドライン」の運用と管理
   ●解体工事において適正にフロンを回収
　●PRTR─工場で使用する化学物質の管理
　●アスベスト問題への対応

■安全・安心・健康・快適

   ●「住宅防災」への取り組み
　　○「住宅防災」の考え方
　　○省エネと防災を両立する省エネ・防災仕様
　　○オリジナル制震システム「シーカス」
　　○まちの発電所「グリーンファースト ハイブリッド」
   ●防犯への配慮
　　○防犯の考え方
　　○防犯シミュレーションシステム
   ●健康
　　○空気環境配慮仕様「エアキス」の開発と普及
　　○室内空気質に対する意識啓発
　　○次世代を考えた「エコチル調査」への協力
　　○睡眠空間
   ●超高齢社会に向けたさまざまな提案（医療・介護）
　　○医療・介護事業の推進
　　○シニア世代の豊かな暮らしを支援する制度

■サステナブル社会の実現に向けた経営理念

■東日本大震災復興に向けた積水ハウスグループ
    の取り組み

■次代の要請に応える未来への取り組み

　●震災後の次代の要請に応える
     「グリーンファースト」の展開
   ●健康への配慮
   ●国際事業の展開

テーマ別取り組み

■地球温暖化防止

　●住宅のエネルギー消費
     （住宅のライフサイクルCO2）
   ●居住時のCO2排出削減の取り組み
　　○「グリーンファースト」とは
　　○世界初、3電池連動のスマートハウス
　　　「グリーンファースト ハイブリッド」誕生
　　○新築戸建住宅における「グリーンファースト」の進捗
　　○賃貸住宅における「グリーンファースト」の進捗
　　○創エネ・省エネリフォーム
　　○分譲マンションも「グリーンファースト」
　　○「ぐるりん断熱」の普及促進 
　　○太陽光発電の普及促進
　　○燃料電池の普及促進
　　○災害時に備えた蓄電池の開発
　　○家庭内のエネルギーを最適制御するHEMS
　　○「グリーンファーストLED-かながわ」の展開
   ●生産時のCO2排出削減の取り組み
　　○生産時のエネルギー消費
　　○木質バイオマス・ガス化発電システムの導入
   ●輸送時のCO2排出削減の取り組み
　　○輸送時のエネルギー消費
　　○積載効率の高い「増トン車」の導入
　　○モーダルシフトの取り組み
   ●事務所で取り組むCO2排出削減の取り組み
　　○「エコ・ファースト企業」としての自主宣言行動による
　　　節電取り組み 
　　○節電アクションコンテスト
　　○環境に配慮した車両の導入と
　　　エコドライブ・安全運転の推進
　　○テレビ会議室使用によるC02削減
   ●公的制度や認定の活用
　　○人と自然が共生する環境共生住宅
　　○CASBEE（建築物総合環境性能評価システム）
　　○住宅のトップランナー基準
　　○国内クレジット制度に基づくCO2排出削減事業
　　　グリーンファースト倶楽部
　　○住宅・建築物省CO2先導事業に採択

■生物多様性 

　●フェアウッド調達
　　○「木材調達ガイドライン」とは
　　○「木材調達ガイドライン」の運用と改訂
　　○環境NGOとの協働
　　○国産材の活用
　　○木材の循環利用

   ●2000年代
   ●2010年代

■社外からの評価

　●ＳＲＩインデックスへの組み入れ
   ●主な表彰実績



　本報告対象期間は東日本大震災の復旧・復興にどう向き合うか、大きく変化した世の中のニーズ・価値観にどう
応えていくかという課題に向けて走り続けた１年間でした。
　お客様への感謝の気持ち。積水ハウス会というかけがえのないパートナー。全国から駆け付けた心強い積水ハ
ウスグループの仲間たち。私たちが大切にしてきたものが、この非常時における取り組みの原動力となったことが
編集を通じて実感でき、感慨深いものがありました。
　レポーティング媒体の軸足を紙からWEBに移行させる企業が増えていますが、我々編集チームは冊子の内容
充実にこだわり、昨年よりもページ数は１０ページ増えました。国際事業も本格化し、報告すべき内容は今後も増
える一方です。次年度も「誠実に、わかりやすく、読みやすく」を合言葉に編集活動を進めてまいります。至らない部
分も多々あるかと存じます。お読みいただいた皆様からは忌憚のないご意見をお待ちしております。
　最後になりましたが、発行にご協力いただいた方々に衷心より感謝いたします。本当にありがとうございました。

「サステナビリティレポート2012」編集チーム 
コーポレート・コミュニケーション部CSR室、 
環境推進部、  IT業務部 

編集後記
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目標と実績

■社会性目標と実績
　●CSR方針と体制
   ●お客様のために
   ●従業員、取引先のために
   ●株主、地域社会のために

■環境目標と実績
　●エコ・ファーストの約束１（家庭部門・事業活動のCO2排出量削減）
   ●エコ・ファーストの約束2（生態系ネットワークの復活）
   ●エコ・ファーストの約束3（資源循環の取り組み）
   ●その他

基本事項

■環境会計

■マテリアルバランス（事業活動の環境負荷の把握）

■サイトレポート

　●東北工場
   ●関東工場
   ●静岡工場
   ●兵庫工場
   ●山口工場

■ガイドライン対照表

　●GRIガイドライン
   ●環境省ガイドライン

■第三者意見報告書

　●第三者意見報告書
   ●持続可能性分析

■社外意見を受けて

■報告書ダウンロード

   ●品質向上
　　○部材生産品質向上のために
　　○全社施工品質管理システム
　　○不具合の予防・再発防止体制構築と苦情情報の
　　　データベース化による品質改善
　　○グループ会社と協力工事店による任意組織「積水ハウス会」
　　○厚生労働省認定「セキスイハウス主任技能者検定」
　　○教育訓練センター・訓練校
　　○施工マイスター制度
　　○積水ハウスリフォームマイスター制度
　　○施工改善提案制度「私のアイデア-２１」
　　○施工ニュース「つちおと」
   ●ユニバーサルデザイン
　　○ユニバーサルデザインの考え方
　　○スマート ユニバーサルデザイン
　　○子ども視点で住まいを考える「キッズでざいん」
   ●生活サポート
　　○カスタマーズセンター
　　○カスタマーズセンター休日受付センター
　　○長期品質保証制度
　　○住宅履歴情報サービス
   ●コンサルティング・ハウジング
　　○夢をかなえる力「コンサルティング・ハウジング」の推進
　　○「コンサルティング・ハウジング」を担う人材の育成
　　○体験型学習施設を通じた「コンサルティング・ハウジング」
　　○「コンサルティング・ハウジング」を補完するシステム
　　○さまざまな家族のかたちに合わせたライフスタイル提案
　　○オーナー・入居者双方にメリットのある賃貸住宅の提案

■まちづくりとコミュニティ

　●持続可能なまちを実現する「まちづくり憲章」
   ●「ひとえん」づくりによるコミュニティの醸成
　●安全・安心・快適なまちなみ・コミュニティを
      体感できる「まちなみ参観日」
   ●「経年美化」のまちづくり
　●「n×豊か」のまちづくり
   ●賃貸住宅「シャーメゾン」のまちづくり
　●マンション・都市開発におけるまちづくり
   ●国際事業におけるまちづくり
   ●スマートな技術を生かした持続可能なまちづくり
　　「スマートコモンシティ」
   ●既存住宅団地のコミュニティ活性化を目指した
　　産学共同研究

■ステークホルダーコミュニケーション

　●ステークホルダーコミュニケーション指針
   ●お客様とのコミュニケーション
　　○ＣＳ（お客様満足）に関する方針と体制
　　○グループ全員で実践するＣＳアクション
　　○お客様アンケートの分析とフィードバック
　　○オーナー様とのコミュニケーションツール
　　○賃貸住宅における入居者満足の向上
   ●取引先とのコミュニケーション
      ～サプライチェーンマネジメント
　　○サプライチェーンマネジメント
　　○購買方針
　　○お取引先様との相互コミュニケーション
　　○セキスイハウス会労働保険事務組合
　　○セキスイハウス協力会（福利厚生制度）
　　○施工従事者のマネジメント
   ●従業員とのコミュニケーション
　　○人事基本方針
　　○女性活躍の推進
　　　・女性の管理職への登用
　　　・女性営業職の積極採用、支援
　　　・展示場接客担当者の育成
　　　・「リフォームアドバイザー」の積極採用

　　○ワーク・ライフ・バランスのための制度
　　　・育児や介護休業に向けた各種制度
　　　・休職従業員へ向けた各種支援制度
　　○障がい者雇用の推進
　　○人材育成
　　　・人材育成の考え方
　　　・新卒採用に向けた取り組み
　　　・経営力強化に向けた取り組み
　　　・自己啓発の支援
　　　・社内資格制度
　　　・社内公募制度
　　○労働安全衛生
　　　・メンタルヘルスマネジメント
　　　・労働災害発生状況
　　　・労働安全衛生マネジメントシステム
　　　・施工現場での労働安全衛生活動
　　　・職場での労働環境の改善
　　　・安全衛生教育研修
　　○従業員とのコミュニケーション
　　　・経営トップと従業員・協力工事店との対話
　　　・職場環境改善やCSR推進を目的とした
           従業員参加型のさまざまな活動
　　　・従業員をつなぐグループ誌「積水ハウス」
　　　・月刊メールマガジン「ＣＳＲコラム」
   ●株主とのコミュニケーション
   ●地域・社会とのコミュニケーション
　　○地域・社会との対話
　　○「サステナビリティレポート」の発行
　　○住環境の質の向上を目指した団体活動および提言活動
　　○環境イベントへの出展
　　○サステナブルブックレットの発行

■社会貢献活動

   ●社会貢献活動の考え方
   ●住文化の向上
　　○住まいづくりの教室「すまい塾」の開催
　　○「生活リテラシーブック」の発刊
　　○「view point」の発行
　　○「住まいの図書館」の運営
　　○出版事業を展開「株式会社住まいの図書館」
　　○「住み継がれる家の価値」発行への協力
   ●次世代育成
　　○総合住宅研究所の教育貢献活動
　　○体験教育機会を提供「住まいの夢工場」
　　○各地の教育貢献活動
　　○インターンシップの実施
　　○「住空間ecoデザインコンペティション」開催
　　○環境教育プログラムの実施
　　○新梅田シティ「新・里山」での教育貢献
   ●環境配慮
　　○「企業の森」制度への参加
　　○清掃活動
　　○「キャンドルナイト」の実施
　　○「5本の樹」計画を生かした地域貢献活動
　　○埼玉県「みどりと川の再生」活動に参加
   ●防犯・防災の啓発活動
　　○防災意識の啓発
　　○災害時における地域との協働
　　○防犯教育と意識啓発
   ●障がい者の自立支援
　　○セルプ製品の販売協力、ノベルティ採用
　　○障害者週間行事への参画
   ●NPO・NGOとの協働
　　○NPO・NGOとの協働
　　○キッズデザイン協議会
　　○社会起業家を目指す若者の支援「edge」への協賛
　　○「西山夘三記念すまい・まちづくり文庫」
　　　住文化の継承と発展への協力

   ●従業員と会社の共同寄付制度
      「積水ハウスマッチングプログラム」
   ●公益信託「神戸まちづくり六甲アイランド基金」
   ●チャリティ・義援金・ボランティア
　　○災害義援金
　　○チャリティフリーマーケットの実施
　　○こどもの日チャリティイベントへの協力
　　○各地へ広がる収集ボランティア
　　○地域イベントの支援
　　○多彩な国際交流イベントの開催
   ●文化財の保護
   ●社会貢献活動社長表彰



〒531- 0076 
 
〒107-0052 
 

大阪市北区大淀中1丁目1番88号
梅田スカイビル タワーイースト
東京都港区赤坂4丁目15番1号
赤坂ガーデンシティ

本 社 
 
東京支社 

お問い合わせ先：

 

 

ホームページ：

コーポレート・コミュニケーション部
　CSR室 TEL.06-6440-3440

環境推進部 TEL.06-6440-3374

http://www.sekisuihouse.co.jp/

発行：2012年4月

 

リサイクルに適したホットメルト接着剤（難細裂化製本用HMA）を使用しています。
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